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東京都選定歴史的建造物を６件新たに選定しました 

 
歴史的価値を有する建築物や土木構造物は、都市の記憶を次世代に引き継ぐ貴重な景観資源であり、これ

らの歴史的建造物を保存・活用し、都市の魅力を高めていくことが重要です。 
東京都は、景観上重要な歴史的建造物を「東京都選定歴史的建造物」として選定することにより、その保

存・活用を促進するとともに、東京都選定歴史的建造物等を中心に歴史的な雰囲気の残された街並みを保全
するための手引として、「歴史的景観保全の指針」を定め、歴史的景観の形成を進めています。 

このたび、新たな東京都選定歴史的建造物として、下記のとおり日本基督教団  高輪教会、常盤堂雷おこ
し本舗  雷門本店、曙湯、鶴の湯、東京浴場、明神湯を選定しましたので、お知らせいたします。 

今後も、都市づくりを進める中で、歴史的建造物の保存や歴史的景観の形成を促進していきます。 
 

記 
１ 今回選定した建造物の概要（別紙参照） 
  ・日本基督教団  高輪教会（港区） ・鶴の湯（台東区） 
  ・常盤堂雷おこし本舗  雷門本店（台東区）   ・東京浴場（品川区） 

・曙湯（台東区） 
 

 ・明神湯（大田区） 

２ 告示日 
  令和７年 10 月３日（金） 
 
３ 「歴史的景観保全の指針」の適用について 

   東京都では、「歴史的景観保全の指針」を公表し、東京都選定歴史的建造物等の周辺 100ｍの範囲内で建
築行為等を行う方に、歴史的景観への配慮をお願いしています。 

 ※ 「東京都選定歴史的建造物」「歴史的景観保全の指針」について 
URL：https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/kenchiku/keikan/machinami_09.html 

※ 告示の内容について（東京都公報） 
     URL：https://www.tokyoto-koho.metro.tokyo.lg.jp/ 
 

本件は、「2050 東京戦略」を推進する取組です。 
戦略 17 【まちづくり・住まい】 日本の成長を牽引し、人がいきいきと輝く都市・東京 

 

 
 
 

【問い合わせ先】 
 都市づくり政策部景観担当課長 桑原 正慶 

電話（直通）03-5000-6104 
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選 定 番 号：125 
名   称：日本基督教団  高輪教会 
所 在 地：港区高輪三丁目 15 番 15 号 
建 設 年：昭和８年（1933） 
設   計：岡見健彦 
構造・規模：木造、１階建て 
概   要：F.L.ライトの工房（タリアセン）から帰国したばかりの岡見健彦が、昭和 8

年に設計した木造の教会堂で、外観・内観ともに、柱・壁を組み合わせたシ
ンプルな構成美が特徴の建築物である。 

 
 

選 定 番 号：126 
名   称：常盤堂雷おこし本舗  雷門本店 
所 在 地：台東区浅草一丁目３番２号 
建 設 年：昭和 29 年（1954） 
設   計：不明 
構造・規模：RC 造、３階建て 
概   要：浅草寺に対比した鉄筋和風造りで、昭和 29 年に建てられた建築物である。地

域の重要な景観資源である雷門と一体となって、浅草寺一帯の歴史的景観を
特徴づけている。 

 
 

選 定 番 号：127 
名   称：曙湯 
所 在 地：台東区浅草四丁目 17 番１号 
建 設 年：昭和 23 年（1948） 
設   計：不明 
構造・規模：木造、２階建て 
概   要：中高層のビル等に囲まれた中にあって、「鶴と松」が彫られた兎毛通し等の建

築意匠と道路側の藤ノ木が、特徴ある景観を形成しており、地域のランドマ
ークとなっている。 

 
 
 
 

別 紙 



 
 

選 定 番 号：128 
名   称：鶴の湯 
所 在 地：台東区浅草橋五丁目 27 番２号 
建 設 年：昭和２年（1927） 
設   計：不明 
構造・規模：木造、１階建て 
概   要：屋根の入母屋破風や玄関の唐破風、雲取りの施された木塀等、細部にまで配

慮された意匠が際立っており、周辺環境と相まって親しみを感じさせる景観
を形成している。 

 
 

選 定 番 号：129 
名   称：東京浴場 
所 在 地：品川区大井二丁目 22 番 16 号 
建 設 年：昭和 20 年（1945） 
設   計：不明 
構造・規模：木造、２階建て 
概   要：高く突き出た煙突と松ノ木がバランスよく配置されており、道路からの視認

性も高いことから、地域のランドマークとしての役割を果たしている。 
 
 

選 定 番 号：130 
名   称：明神湯 
所 在 地：大田区南雪谷五丁目 14 番７号 
建 設 年：昭和 31 年（1956） 
設   計：不明 
構造・規模：木造、２階建て 
概   要：建設当時からの建築意匠がよく残されており、玄関の唐破風と兎毛通し等細

部にまで配慮された意匠が、ひときわ異彩を放ち、地域のランドマークとな
っている。 

 


